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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第54期

第３四半期連結累計期間

第54期

第３四半期連結会計期間
第53期

会計期間
自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日

自平成19年４月１日

至平成20年３月31日

売上高 （千円） 15,146,890 4,596,65422,058,948

経常利益又は経常損失
（△）

（千円） △128,573 △178,651 252,985

当期純利益又は四半期純
損失（△）

（千円） △351,343 △356,833 13,577

純資産額 （千円） － 12,376,37913,228,903

総資産額 （千円） － 25,277,30925,879,990

１株当たり純資産額 （円） － 748.35 797.71

１株当たり当期純利益又
は四半期純損失（△）

（円） △21.25 △21.61 0.82

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） － 48.6 51.0

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △838,522 － 1,396,370

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △1,100,701 － △241,439

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 1,039,717 － △1,291,971

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） － 1,000,604 1,903,404

従業員数 （名） － 413 428

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　　　　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 413 （85）

(注)　１　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人数であります。

　　　２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

　

(2)　提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 323 （49）

(注)　１　従業員数は当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

　　　２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 　生産高(千円)

自動車部品事業 4,057,146

住宅事業 9,283

包装製品事業 69,198

合計 4,135,628

（注）１　金額は販売価格によっており購入製品は含みません。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2)　受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 　受注高(千円) 　受注残高(千円)

自動車部品事業 3,943,226 1,050,647

住宅事業 122,770 18,734

包装製品事業 10,291 5,097

合計 4,076,287 1,074,478

（注）１　金額は販売価格によっております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3)　販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 　販売高(千円)

自動車部品事業 4,417,424

住宅事業 156,244

包装製品事業 22,985

合計 4,596,654

（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
当第３四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合（％）

トヨタ紡織株式会社 1,007,034 21.9

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

　

　　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退と円高の進行による輸出の減少

などから企業収益が急速に落ち込み、設備投資の減少、雇用環境の悪化、個人消費の落ち込み等により、景

気は急速に悪化してまいりました。

このような状況のなかで当社グループは、「収益力の強化と持続的な成長に向けた基盤強化」を目標

として、全社を上げて企業価値向上に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は4,596百万円となりましたが、利益面では成長

戦略に伴う費用増を吸収しきれず、営業損失117百万円、経常損失178百万円、四半期純損失356百万円とな

りました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①自動車部品事業

自動車部品事業では、自動車生産台数の大幅な落ち込みの影響を受け、売上高は4,417百万円、営業損

失は88百万円となりました。

②住宅事業

住宅事業では、マンション事業や宅地分譲の案件が計画通りに推移し、売上高は156百万円、営業利益

は０百万円となりました。

③包装製品事業

売上高は22百万円、営業損失は29百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は25,277百万円（前連結会計年度末比602百万円減）と

なりました。このうち流動資産は、15,768百万円（前連結会計年度末比393百万円減）となりました。これ

は主に、不動産事業出資金が2,066百万円増加し、現金及び預金が1,002百万円、受取手形及び売掛金が

1,109百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

固定資産は、9,497百万円（前連結会計年度末比207百万円減）となりました。これは主に、建設仮勘定

が389百万円増加し、投資有価証券が334百万円、工具器具及び備品が251百万円それぞれ減少したこと等

によります。

　

負債は、12,900百万円（前連結会計年度末比249百万円増）となりました。

このうち流動負債は8,834百万円（前連結会計年度末比432百万円増）となりました。これは主に、短期借

入金が1,332百万円増加し、支払手形及び買掛金が700百万円減少したこと等によるものです。

固定負債は、4,066百万円（前連結会計年度末比182百万円減）となりました。これは主に、長期未払金

が191百万円増加し、役員退職慰労引当金が208百万円、社債が100百万円、長期借入金が73百万円それぞれ
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減少したこと等によります。

　

純資産は、12,376百万円（前連結会計年度末比852百万円減）となりました。これは主に、利益剰余金が

533百万円、その他有価証券評価差額金が354百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

　

（自己資本比率）

当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は48.6％（前連結会計年度末比2.4ポイント減）

となりました。

　

（１株当たり純資産額）

当第３四半期連結会計期間末における１株当たり純資産額は748円35銭（前連結会計年度比49円36銭

の減少）となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,000百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は283百万円となりました。これは主に販売用不動産の売却による収入366

百万円、売上債権の流動化による増加196百万円、減価償却費259百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は584百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出333

百万円や投資有価証券の取得による支出377百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の増加は270百万円となりました。これは主に短期借入金の借入による収入362百

万円、長期借入による収入63百万円、配当金の支払による支出82百万円等によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は22百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

 　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

.

(2)　設備の新設、除却等の計画

 　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新

設、 除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

 　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（1） 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 47,040,000

計 47,040,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数（株）

（平成20年12月31日）

提出日現在

発行数（株）

（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 17,514,297 17,514,297
東京証券取引所市場
第二部

株主としての権利内容
に制限のない、標準と
なる株式
単元株式数は1,000株

計 17,514,297 17,514,297－ －

　

（2） 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

（3） 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（4） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

（株）

発行済株式

総数残高

（株）

資本金増減額

 

（千円）

資本金残高

 

（千円）

資本準備金

増減額

（千円）

資本準備金

残高

（千円）

　平成20年10月１日～

　平成20年12月31日
─ 17,514,297 ─ 2,167,399 ─ 1,696,397

　

（5） 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（6） 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができ

ませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

①【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数（株）
議決権の数
（個）

内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
株主としての権利内容
に制限のない、標準とな
る株式

　普通株式 970,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,357,00016,357 同上

単元未満株式 普通株式 187,297 － 同上

発行済株式総数 17,514,297 － －

総株主の議決権 － 16,357 －

（注）「完全議決権株式（その他）」および「単元未満株式」欄の普通株式には、名義人以外から株券喪失

登録のあった株式6,000株（議決権6個）および500株が含まれております。

　

②【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
割合（％）

（自己保有株式） 神奈川県厚木市寿町

盟和産業株式会社
三丁目1番1号ルリエ
本厚木

970,000 － 970,000 5.53

計 － 970,000 － 970,000 5.53

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年４
月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 270 255 250 240 227 209 182 149 146

最低（円） 249 243 238 220 210 175 110 115 126

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであり

ます。

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役専務

執行役員

自動車部品営業部門、技術開

発部門、海外業務推進部担当

取締役専務

執行役員

自動車部品営業部門、技術開

発部門担当
白鳥　治則 平成20年10月28日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　　なお、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令50号）附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,000,604 2,003,404

受取手形及び売掛金 ※2
 4,730,308 5,839,631

商品及び製品 662,014 698,675

原材料及び貯蔵品 322,563 344,676

販売用不動産 1,164,267 1,045,295

仕掛販売用不動産 － 2,857

繰延税金資産 145,240 146,647

営業出資金 － 350,000

不動産事業出資金 7,504,857 5,437,932

その他 286,450 319,403

貸倒引当金 △47,900 △26,568

流動資産合計 15,768,406 16,161,955

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,446,337 1,441,999

機械装置及び運搬具（純額） 1,521,560 1,568,080

工具、器具及び備品（純額） 655,968 907,595

土地 2,012,533 2,012,604

建設仮勘定 426,082 36,916

有形固定資産合計 ※1
 6,062,482

※1
 5,967,197

無形固定資産 159,959 198,542

投資その他の資産

投資有価証券 2,102,369 2,436,404

繰延税金資産 621,961 500,588

役員に対する保険積立金 281,950 281,933

その他 273,652 324,593

貸倒引当金 △5,197 △5,059

投資その他の資産合計 3,274,737 3,538,461

固定資産合計 9,497,179 9,704,200

繰延資産

社債発行費 11,723 13,833

繰延資産合計 11,723 13,833

資産合計 25,277,309 25,879,990
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,751,055 4,451,579

短期借入金 3,871,600 2,539,050

1年内返済予定の長期借入金 310,000 310,000

1年内償還予定の社債 200,000 200,000

未払法人税等 － 70,411

賞与引当金 132,834 261,997

役員賞与引当金 － 22,420

その他 568,912 546,306

流動負債合計 8,834,401 8,401,764

固定負債

社債 700,000 800,000

長期借入金 1,649,201 1,723,000

退職給付引当金 1,523,787 1,515,888

役員退職慰労引当金 － 208,591

長期未払金 191,696 －

その他 1,842 1,842

固定負債合計 4,066,527 4,249,322

負債合計 12,900,929 12,651,087

純資産の部

株主資本

資本金 2,167,399 2,167,399

資本剰余金 1,696,397 1,696,397

利益剰余金 8,754,594 9,287,947

自己株式 △277,360 △259,324

株主資本合計 12,341,031 12,892,420

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △58,256 296,379

繰延ヘッジ損益 △3,138 △2,844

為替換算調整勘定 12,311 14,591

評価・換算差額等合計 △49,083 308,126

少数株主持分 84,431 28,356

純資産合計 12,376,379 13,228,903

負債純資産合計 25,277,309 25,879,990
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 15,146,890

売上原価 13,016,199

売上総利益 2,130,690

販売費及び一般管理費 ※1
 2,131,329

営業損失（△） △639

営業外収益

受取利息 10,079

受取配当金 54,186

受取賃貸料 12,886

その他 12,115

営業外収益合計 89,268

営業外費用

支払利息 81,221

支払手数料 66,876

貸倒引当金繰入額 21,640

デリバティブ評価損 13,670

その他 33,792

営業外費用合計 217,201

経常損失（△） △128,573

特別損失

固定資産除却損 43,250

投資有価証券評価損 64,212

たな卸資産評価損 5,758

特別損失合計 113,221

税金等調整前四半期純損失（△） △241,794

法人税等 132,523

少数株主損失（△） △22,975

四半期純損失（△） △351,343
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 4,596,654

売上原価 4,009,940

売上総利益 586,713

販売費及び一般管理費 ※1
 704,582

営業損失（△） △117,868

営業外収益

受取利息 1,513

受取配当金 18,327

受取賃貸料 4,295

その他 4,523

営業外収益合計 28,660

営業外費用

支払利息 27,970

支払手数料 20,134

貸倒引当金繰入額 21,640

デリバティブ評価損 7,350

その他 12,346

営業外費用合計 89,442

経常損失（△） △178,651

特別損失

固定資産除却損 27,218

投資有価証券評価損 53,417

特別損失合計 80,635

税金等調整前四半期純損失（△） △259,287

法人税等 117,407

少数株主損失（△） △19,861

四半期純損失（△） △356,833
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △241,794

減価償却費 787,897

繰延資産償却額 2,110

のれん償却額 764

賞与引当金の増減額（△は減少） △129,163

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,420

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,898

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △208,591

貸倒引当金の増減額（△は減少） 21,469

受取利息及び受取配当金 64,265

受取賃貸料 12,886

支払利息 81,221

営業外支払手数料 66,876

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 64,212

固定資産除売却損益（△は益） 43,250

売上債権の増減額（△は増加） 1,108,671

たな卸資産の増減額（△は増加） 57,412

仕入債務の増減額（△は減少） △607,926

販売用不動産の増減額（△は増加） △2,183,039

営業出資金の増減額（△は増加） 350,000

前渡金の増減額（△は増加） △19,089

前受金の増減額（△は減少） △16,700

未払消費税等の増減額（△は減少） △41,012

その他 168,127

小計 △632,671

利息及び配当金の受取額 △64,286

利息の支払額 △74,833

法人税等の支払額 △66,731

営業活動によるキャッシュ・フロー △838,522

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △890,466

無形固定資産の取得による支出 △9,691

投資有価証券の取得による支出 △383,448

投資有価証券の売却による収入 31,875

出資金の回収による収入 51,030

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,100,701
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(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,333,393

長期借入れによる収入 139,201

長期借入金の返済による支出 △213,343

社債の償還による支出 △100,000

自己株式の取得による支出 △18,035

配当金の支払額 △181,498

少数株主の増資引受けによる払込額 80,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,039,717

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,294

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △902,800

現金及び現金同等物の期首残高 1,903,404

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,000,604
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

会計方針の変更

１. 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面

の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応報告第18号）を適用しております。

なお、この変更による損益に与える影響はありません。

 

２．棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９

号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低

下による簿価切下げの方法）に変更しております。

　　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利

益が5,758千円減少しております。

 

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

　 １.一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。

 

　 ２.固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。

 

　 ３．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　　　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降の経営環境等に著しい変化が

認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

 

EDINET提出書類

盟和産業株式会社(E02387)

四半期報告書

17/27



【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

１.税金費用の計算

　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末

(平成20年12月31日)

前連結会計年度末

(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　11,943,623千円

※２　当第３四半期連結会計期間末日満期手形

　　　当第３四半期連結会計期間末日満期手形は、手形交
換日をもって、決済処理しております。

　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の
休日であったため、次の当第３四半期連結会計期間
末日満期手形が、当第３四半期連結会計期間末残高
に含まれております。

　　　受取手形　　　　 142,239千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　11,736,787千円

　　　　　──────────
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

給与手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　279,491千円

 

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30,828千円

 

退職給付費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　24,565千円

 

役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8,834千円

 

荷造梱包費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 77,587千円

 

支払運賃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　820,289千円

 

支払手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161,194千円

 

第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

給与手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92,491千円

 

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△25,841千円

 

退職給付費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　6,538千円

 

荷造梱包費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24,616千円

 

支払運賃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 266,114千円

 

支払手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56,850千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,000,604千円

現金及び現金同等物 1,000,604千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

連結会計期間末

(千株)

　普通株式 17,514

　

２．自己株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

連結会計期間末

(千株)

　普通株式 1,089

　

３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 99,288 6.00平成20年３月31日平成20年６月27日利益剰余金

平成20年11月11日
取締役会

普通株式 82,720 5.00平成20年９月30日平成20年12月８日利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　　該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　　該当事項はありません。

 　（リース取引関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行ってお

りますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載しておりません。
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(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

　変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　

自動車部品事業

(千円)

住宅事業

(千円)

包装製品事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 4,417,424156,244 22,9854,596,654－ 4,596,654

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 4,417,424156,244 22,9854,596,654－ 4,596,654

営業利益又は営業損失(△） △88,411 184 △29,359△117,586(281)△117,868

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　

自動車部品事業

(千円)

住宅事業

(千円)

包装製品事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 14,368,427688,247 90,21515,146,890－ 15,146,890

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 14,368,427688,247 90,21515,146,890－ 15,146,890

営業利益又は営業損失(△） △19,71668,570△48,730 124 (764) △639

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

(1) 自動車部品事業………フロア内装品、トランク内装品等の自動車内装部品

(2) 住宅事業………………ファミリーマンション・戸建住宅の販売

                               マンションオフィスの床材等の建材

       (3) 包装製品事業…………発泡プラスチック成形品

     ３　追加情報

       事業区分の名称につきましては、「その他の事業」としていた「包装製品事業」は全セグメントに占める

     相対的重要性が増したため、当第３四半期連結会計期間より「その他の事業」を「包装製品事業」と表示し

     ております。

　

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月3１日）

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末

(平成20年12月31日)

前連結会計年度末

(平成20年３月31日)

　

１株当たり純資産額 748円35銭

　

　

１株当たり純資産額 797円71銭

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第３四半期連結会計期間末

(平成20年12月31日)

前連結会計年度末

(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 12,376,379 13,228,903

普通株式に係る純資産額（千円） 12,291,948 13,200,546

差額の主な内訳（千円）

　少数株主持分
84,431 28,356

普通株式の発行済株式数（株） 17,514,297 17,514,297

普通株式の自己株式数（株） 1,089,000 966,169

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の
数（株）

16,425,297 16,548,128

　

２．１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

 

　1株当たり四半期純損失　　　　　　　　 　　　　　　　　　21円25銭

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益　　　　　　　　　　　 －

(注)１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

　四半期連結損益計算上の四半期純損失（千円） 351,343

　普通株主に帰属しない金額（千円） －

　普通株式に係る四半期純損失（千円） 351,343

　普通株式の期中平均株式数（株） 16,533,633
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第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

 

１株当たり四半期純損失 21円61銭

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益　　　　　　　　　　　 －

 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

　四半期連結損益計算上の四半期純損失（千円） 356,833

　普通株主に帰属しない金額（千円） －

　普通株式に係る四半期純損失（千円） 356,833

　普通株式の期中平均株式数（株） 16,513,808

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。
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２【その他】

第54期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年11月11日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　82,720千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　５円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成20年12月８日

EDINET提出書類

盟和産業株式会社(E02387)

四半期報告書

25/27



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

盟和産業株式会社

取締役会　御中

　

あ ず さ 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　公認会計士　　　　丸山邦彦

　

指定社員
業務執行社員

　公認会計士　　　　市川一郎

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている盟和

産業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、盟和産業株式会社及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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